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横浜港

1. 概況

　横浜港の歴史は、1853年のペリー来航にまでさかのぼる。
翌54年に日米和親条約が、58年に日米修好通商条約が結ば
れ、神奈川、長崎、箱館の開港が決定された。横浜は神奈川
の代替として開港され、外国との自由貿易が開始された。
　開港当時の横浜は小さな漁村であったが、幕府は外国人と
日本人の接触を避けるため、交通の要衝である神奈川宿では
なく、横浜を開港地として選定した。波止場が2か所建設さ
れ、開港当時の取扱貨物は、輸出が生糸、茶等、輸入は綿織
物などであった。その後、生糸・茶葉の貿易の伸長と共に、
開港10年目の明治元年には全国輸入額の約8割を占めるよう
になり、商業港としての基盤を形成した。
　明治22年の横浜市制施行を経て、新港ふ頭等の港湾施設
の整備が進んだ。また、海岸沿いの埋め立てが進み、重化学
工業地帯が形成され、横浜港は次第に商業港と工業港の性格
を併せ持つようになった。
　大正12年の関東大震災では、開港以来築かれてきた港湾施
設の多くが甚大な被害を受けたが、震災復興と並行して高島ふ
頭や山内ふ頭の建設などが行われ、港のさらなる整備が進んだ。
　戦後は、昭和26年に横浜市が港湾管理者となり、昭和38
年には出田町ふ頭と山下ふ頭、昭和45年には本牧ふ頭の一
部が完成した。さらに、昭和46年からは大黒ふ頭の整備を
開始した。また、昭和39年の東京オリンピックをきっかけと
して大さん橋ふ頭へ客船用施設を整備し、横浜港はクルーズ
ポートとしても発展を遂げることとなる。
　貨物のコンテナ化により、昭和44年には本牧ふ頭で横浜初
のコンテナターミナルが供用を開始した。その後も本牧ふ頭
と大黒ふ頭でコンテナターミナルの整備が進んだが、コンテナ
船の大型化や貨物量の増加に対応するため、平成3年からは
南本牧ふ頭の建設を始めた。令和2年に全面供用を開始した
MC-3、4ターミナルは国内最大・唯一の水深18m・延長900m
の連続岸壁を有する高規格コンテナターミナルとなっている。
　今日の横浜港は、幅広い貨物を取り扱う我が国を代表する国
際貿易港であるとともに、クルーズ船の受入れや港の景観を生
かした賑わい創出が行われ、総合港湾として発展を続けている。

　横浜港は「国際競争力のある港」「市民が集い、憩う港」「安
全・安心で環境にやさしい港」を3つの柱とし、横浜経済の活
性化と市民生活を豊かにする総合港湾づくりを目指している。

　横浜港の令和6年の貨物取扱量は、1億121万トンであり、
外航貨物量が全体の約7割の7,120万トンとなっている。外航
貨物の品目内訳として、輸出では、完成自動車が最も多く、
次いで自動車部品、産業機械、染料等化学工業品の順になっ
ている。自動車関連貨物は、横浜港の輸出量の5割以上を占
める主力品目であり、大黒ふ頭は東日本最大の取扱拠点と
なっている。
　同じく令和6年のコンテナ貨物取扱個数は308万TEUであ
り、増加傾向が続いている。現在、高機能な物流サービスを
提供するロジスティクス施設と大水深・高規格コンテナター
ミナルからなる新たな物流拠点である新本牧ふ頭や、超大型
コンテナ船の受入れに対応するため本牧ふ頭D5コンテナター
ミナルの整備を進めており、国際戦略港湾としてさらなる機
能強化を推進している。
　観光と賑わいの分野では、横浜港では大さん橋ふ頭、新港
ふ頭及び大黒ふ頭の3つのターミナルに、年間150～200回程
度の客船が寄港している。令和7年には横浜港を母港とする
新造クルーズ船である飛鳥Ⅲが就航し、クルーズ市場のさら
なる活性化が期待されている。
　さらに、「横浜の美しい景観を生かしたウォーカブルな水際
線」「誰もが集い憩える緑地空間」への磨き上げを目指した施
設整備等により、さらなる賑わい創出を目指している。また、
山下ふ頭では、優れた立地と広大な開発空間を活かし、新し
い時代の象徴となる持続可能なまちづくりにより、将来にわ
たる安定した活力の創出を目指している。
　カーボンニュートラルポートの形成に向けて「横浜港港湾
脱炭素化推進計画」を策定し、臨海部では水素及び水素誘導
体（メタノール、アンモニア、合成メタン等）による船舶や
臨海部産業のエネルギー転換の促進、再生可能エネルギーの
導入、省エネ設備の導入及び新たな技術開発等の推進に取組
み、公共埠頭では、荷役機械の低・脱炭素化、上屋・照明設
備のLED化、次世代燃料船舶へのバンカリングの実現を図っ
ている。加えて、藻場・浅場の形成等、ブルーカーボン生態
系の豊かな海づくりに取組んでいる。
　また、百数十年に一回の頻度で発生する防護レベルの津波
や高潮及び令和元年の台風を踏まえ、高波が陸域へ侵入する
のを防ぎ、人命や財産を守るため、止水壁等の海岸保全施設
の整備を進めている。

　横浜港は、横浜市内の所得や雇用の約3割に関係するほど

〒231–0005　横浜市中区本町6丁目50番地の10
☎045–671–2880
URL：�https://www.city.yokohama.lg.jp/city-

info/yokohamashi/yokohamako/port_of_
yokohama.html

横浜市港湾局

横浜港

横浜市港湾局撮影、転載禁止



― 243 ―

横浜港

大きな経済的影響を持ち、都市の発展に欠かせない重要なイ
ンフラである。引き続き、国や近隣自治体、民間企業、海外

港湾等との連携を通じ、港湾機能の強化に向けて取り組みを
進めてゆく。

2. 港勢

外貿コンテナ貨物取扱量 乗降人員

項目 フレートトン
TEU 合計 乗込人員 上陸人員

実入り 空コン 外国航路 425,061 215,576 209,485
輸出 17,046,176 1,052,834 374,071 内国航路 82,821 51,027 31,794
輸入 23,371,397 1,103,610 155,918 計 507,882 266,603 241,279

海上出入貨物
品種

項目
合計 農水産品 林産品 鉱産品 金属機械工業品

トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％
輸出 29,495,668 100.0 287,211 1.0 35,704 0.1 65,615 0.2 21,842,656 74.1
輸入 41,929,862 100.0 5,017,690 12.0 465,851 1.1 7,635,223 18.2 8,301,628 19.8
計 71,425,530 100.0 5,304,901 7.4 501,555 0.7 7,700,838 10.8 30,144,284 42.2

移出 12,166,501 100.0 136,560 1.1 9,553 0.1 2,044,289 16.8 2,191,973 18.0

移入 17,375,934 100.0 70,840 0.4 6,182,836 35.6 5,314,421 30.6

計 29,542,435 100.0 207,400 0.7 9,553 0.0 8,227,125 27.8 7,506,394 25.4
合計 100,967,965 100.0 5,512,301 5.5 511,108 0.5 15,927,963 15.8 37,650,678 37.3

品種
項目

化学工業品 軽工業品 雑工業品 特殊品 分類不能のもの
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

輸出 3,186,614 10.8 877,646 3.0 1,554,145 5.3 1,646,077 5.6
輸入 10,688,635 25.5 3,750,904 8.9 4,441,368 10.6 1,628,563 3.9
計 13,875,249 19.4 4,628,550 6.5 5,995,513 8.4 3,274,640 4.6

移出 3,740,301 30.7 180,461 1.5 11,995 0.1 3,851,369 31.7

移入 4,686,055 27.0 83,702 0.5 5,680 0.0 1,032,400 5.9

計 8,426,356 28.5 264,163 0.9 17,675 0.1 4,883,769 16.5
合計 22,301,605 22.1 4,892,713 4.8 6,013,188 6.0 8,158,409 8.1

入港船舶
トン数

別
種別

合計 30,000総トン以上 10,000総トン以上 
30,000総トン未満

6,000総トン以上 
10,000総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 8,683 247,811,807 2,778 180,990,798 1,802 36,583,586 2,794 26,006,672
内航商船 16,759 33,790,122 52 3,252,472 647 9,935,787 937 7,678,682
自　　航
そ  の  他 3,137 6,923,581 13 211,635 208 1,766,461
合　　計 28,579 288,525,510 2,830 184,243,270 2,462 46,731,008 3,939 35,451,815

トン数
別

種別

3,000総トン以上 
6,000総トン未満

1,000総トン以上 
3,000総トン未満

500総トン以上 
1,000総トン未満

5総トン以上 
500総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 587 2,663,945 689 1,546,784 13 10,213 20 9,809
内航商船 1,116 4,596,991 868 1,584,958 3,921 2,934,410 9,218 3,806,822
自　　航
そ  の  他 952 3,678,487 442 864,198 223 157,456 1,299 245,344
合　　計 2,655 10,939,423 1,999 3,995,940 4,157 3,102,079 10,537 4,061,975

最大入港船舶のトン数　228,741総トン（喫水 16.354m）
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3. 港湾施設

区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t） 基数 棟

数
使用
面積

（㎡）
（公 　　　　　共）
本 牧 埠 頭 Ａ突堤１号岸壁 10.0 200 15,000 1 3 6,147

Ａ突堤２号岸壁 10.0 200 15,000 1
Ａ突堤３号岸壁 10.0 200 15,000 1
Ａ突堤７号岸壁 7.5 350 – –
A突堤基部岸壁 12.0 250 – 1
Ｂ突堤１号岸壁 5.5 100 – 1 9 22,076
Ｂ突堤２号岸壁 10.0 200 15,000 1
Ｂ突堤３号岸壁 10.0 200 15,000 1
Ｂ突堤４号岸壁 10.0 200 15,000 1
Ｂ突堤５号岸壁 10.0 200 15,000 1

横浜川崎国際港湾㈱

Ｂ Ｃ 突 堤
１号・２号岸 壁

16.0 470.5   – 1 ガントリーC 40.6
50.0

1
2

Ｃ突堤５号岸壁 13.0 200 　– 1

 ガントリーC 40.6
30.5

2
5

Ｃ突堤６号岸壁 13.0 200   　– 1
Ｃ突堤７号岸壁 13.0 200 – 1
Ｃ突堤８号岸壁 13.0 200 – 1
Ｃ突堤９号岸壁 13.0 200 　– 1
Ｄ突堤１号岸壁 13.0 483 　– 1 ガントリーC 40.6 3 2 5,398
新建材１号岸壁 10.0 185 12,500 1
新建材２号岸壁 9.0 145 5,000 1

（専 　　　　　用）
横 浜 港 埠 頭 ㈱ Ａ突堤５号岸壁 12.0 300 25,000 2

Ａ突堤６号岸壁 12.0 300 25,000 2
Ａ 突 堤 第7-8号
岸 壁（取 付 部）

12.0 75

横浜川崎国際港湾㈱ D突堤４号岸壁
耐 震（ 国 際 ）

16.0 400 – 1 ガントリーC 50.0 3

D突 堤５号 岸 壁
耐震（国際・整備中）

– – – – – – – – –

南 本 牧 埠 頭 １ 号 岸 壁 16.0 350 – 1 ガントリーC 65.0 3
２ 号 岸 壁 16.0 350 – 1 ガントリーC 65.0 2

横浜川崎国際港湾㈱ ３号岸壁耐震（国際） 18.0 400 – 1 ガントリーC 65.0 4
４号岸壁耐震（国際） 18.0 500 – １ ガントリーC 65.0 1

山 下 埠 頭 １ 号 岸 壁 10.0 180 15,000 1 8 38,211
２ 号 岸 壁 12.0 200 20,000 1
３ 号 岸 壁 12.0 220 25,000 1
４ 号 岸 壁 10.0 180 15,000 1
５ 号 岸 壁 10.0 180 15,000 1
６ 号 岸 壁 10.0 180 15,000 1
７ 号 岸 壁 10.0  180 15,000 1
８ 号 岸 壁 10.0 180 15,000 1
９ 号 岸 壁 10.0 180 15,000 1
10　号 　岸 　壁 10.0 180 15,000 1
引 船 係 留 施 設 4.5 157 0 10

大 さ ん 橋 埠 頭 Ａ 12.0 225 30,000GT 1
Ｂ 12.0 225 30,000GT 1
Ｃ 11.0 350 30,000GT 1
Ｄ 10.0 100 30,000GT 1
Ｅ 5.0 50 –
Ｆ 5.0 50 –

新 港 埠 頭 ５、 ６ 号 岸 壁 8.4 202 3,000GT 2
７ 号 岸 壁 8.4 57 15,000 1
８ 号 岸 壁 8.4 115 3,000GT 1
9号岸壁耐震（緊急） 9.5 340 70,000GT 1
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区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t） 基数 棟

数
使用
面積

（㎡）
み な と み ら い １ 号 耐 震 岸 壁

耐 震（ 緊 急 ）
7.5 130 5,000 1

２ 号 耐 震 岸 壁
耐 震（ 緊 急 ）

7.5 130 5,000 1

みなとみらいさん橋 Ａ 4.5 70 –
Ｂ 4.5 60 –
Ｃ 4.5 34 –
Ｄ 4.5 50 –

出 田 町 埠 頭 Ａ 岸 壁 7.5 135 5,000 1
Ｂ 岸 壁 7.5 135 5,000 1 5 14,037 
Ｃ 岸 壁 7.5 108 5,000 1
Ｄ 岸 壁 7.5 137 5,000 1

大 黒 埠 頭 Ｐ –１ 号 岸 壁 7.5 130 5,000 1 １ 4,332
Ｐ –２ 号 岸 壁 7.5 130 5,000 1
Ｐ –３ 号 岸 壁 12 290 5,000 2
Ｔ –１ 号 岸 壁 12.0 240 30,000 1 6 17,265
Ｔ –２ 号 岸 壁 12.0 240 30,000 1
Ｔ –３ 号 岸 壁  11.0 185  18,000 1
Ｔ –４ 号 岸 壁  11.0 185  18,000 1
Ｔ –５ 号 岸 壁  11.0 185  18,000 1
Ｔ –６ 号 岸 壁  11.0 185  18,000 1
Ｔ –７ 号 岸 壁  11.0 185  18,000 1
Ｔ –８ 号 岸 壁  11.0 185 18,000 1

横浜川崎国際港湾㈱ Ｔ –９ 号 岸 壁 12.0 240 – 1 ガントリーC 33.5 2
横 浜 港 埠 頭 ㈱ Ｃ –１ 号 岸 壁 12.0 300 35,000 1

Ｃ –２ 号 岸 壁  12.0 300 35,000 1
Ｃ –３ 号 岸 壁 14.0 350 57,500 1
Ｃ –４号岸壁① 15.0 350  57,500 1
Ｃ –４号岸壁② 12.0 70 –
Ｃ –４号岸壁③ 14.0 40 0 0
Ｌ –１ 号 岸 壁 10.0 200 15,000 1

8 59,159

Ｌ –２ 号 岸 壁 10.0 200 15,000 1
Ｌ –３ 号 岸 壁 10.0 200 15,000 1
Ｌ –４ 号 岸 壁 10.0 200 15,000 1
Ｌ –５ 号 岸 壁  12.0 200 15,000 1
Ｌ –６ 号 岸 壁  12.0 200 15,000 1
Ｌ –７ 号 岸 壁 12.0 200 15,000 1
Ｌ –８ 号 岸 壁  12.0 200 15,000 1

金 沢 木 材 埠 頭 金沢木材埠頭岸壁
耐 震（ 緊 急 ）

10.0  187 15,000 1

山 内 埠 頭 A号岸壁耐震（緊急） 7.5 130 5,000 1 1  4,327
小型油槽船係留施設

（ 末 広 町 ）
さ ん 橋 5.0 230 500GT 14

八 景 島 さ ん 橋 7.0 60 – 1
西 浜 さ ん 橋 5.0 20 – –

瑞 穂 埠 頭 瑞 穂 埠 頭 岸 壁 10.0 170 10,000 1
第三管区海上保安本部
海 上 防 災 基 地

Ａ さ ん 橋 8.0 200 – 1
Ｂ さ ん 橋 7.0 148 – 1
Ｃ さ ん 橋 8.0 160 – 1
新港ふ頭４号岸壁 8.0 200 7,000GT 1
横 浜 海 上 防 災
基 地 岸 壁（Ｂ）

7.0 148 – 1

海 上 保 安 本 部
係 留 用 桟 橋

1.3 14 – 1



― 246 ―

横浜港

区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t） 基数 棟

数
使用
面積

（㎡）
（民 　　　　　間）
ＪＦＥエンジニアリ
ング㈱鶴見事業所

Ｊ Ｆ Ｅ エ ン ジ
鶴見旭運河岸壁

6.0 165 1,300 1

Ｊ Ｆ Ｅ エ ン ジ
鶴見末広南物揚場

4.5 119 1,000 3

ＪＦＥスチール㈱
東 日 本 製 鉄 所

（ 京 浜 地 区 ）

ＪＦＥスチール
ス ラ グ 桟 橋

5.5 65 2,500 1

ＪＦＥスチール
東 日 本 製 鉄 所
は し け バー ス

7.5 100 2,000 1

ＪＦＥスチール
生コン材料荷役桟橋

5.5 53 700 1

ＪＦＥスチール
東 日 本 製 鉄 所
製 品 出 荷 Ａ

10.0 250 3,000 1

ＪＦＥスチール
東 日 本 製 鉄 所
扇島出荷岸壁Ｂバース

10.0 266 20,000 1

ＪＦＥスチール
東 日 本 製 鉄 所
扇島出荷岸壁Ｃバース

12.5 267 59,000 1

ＪＦＥスチール
東 日 本 製 鉄 所
扇島出荷岸壁Ｄバース

12.5 250 30,000 1

ＪＦＥスチール
東 日 本 製 鉄 所
鶴 見 川 岸 壁

5.5 40 700 1

EMGルブリカンツ（同）
鶴 見 潤 滑 油 工 場

ＥMＧルブリカンツ
表 桟 橋

11.0 102 24,000 1

ジャ パ ン マ リ ン
ユ ナ イ テッ ド ㈱
横浜事業所鶴見工場

ジャパンマリンユナイテッド㈱
横浜事業所鶴見工場
西 岸 壁

6.0 250 49,000GT 1

ジャパンマリンユナイテッド㈱
横浜事業所鶴見工場
東 岸 壁

6.0～
9.0

264 96,000GT 1

ジャパンマリンユナイテッド㈱
横浜事業所鶴見工場
南 岸 壁

6.0 200 6,000GT 1

Ａ Ｇ Ｃ ㈱ ＡＧＣ１号バース 5.5 53 2,000 1
ＡＧＣ２号バース 5.5 58 1,000 1

UBE三菱セメント㈱ UBE三菱セメント
A バ ー ス

4.5 40.27 1,600 1 砂利、砂
石材等

UBE三菱セメント
B バ ー ス

7.5 122.34 7,000 1 セメント

UBE三菱セメント
C バ ー ス

7.0 90.9 6,200 1 砂利、砂
石材等

横 浜 液 化 ガ ス
タ ー ミ ナ ル ㈱

横 浜 液 化 ガ ス
ターミナル桟橋

9.5 106.07 2,500 1 分類不能のもの

㈱Ｊ – オイルミルズ
横 浜 工 場

食物油荷役桟橋 7.4 10 500 1 その他農産品
中 央 桟 橋 7.4 115 10,000 1 その他農産品

東芝エネルギーシス
テムズ㈱京浜事業所

製 品 船 積 桟 橋 6.0 47 2,000 1

セントラル・タンクター
ミナル㈱横浜事業所

横 浜 桟 橋 9.0 93 20,000 1

三 菱 ケ ミ カ ル ㈱ 三菱ケミカル3号桟橋 4.1 26 1,273 1
三菱ケミカル4号桟橋 3.3 26 1,600 1

住友大阪セメント㈱ 住友大阪セメント岸壁 8.5 95 6,200 1
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区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t） 基数 棟

数
使用
面積

（㎡）
シェルルブリカンツ
ジ ャ パ ン ㈱
横 浜 事 業 所

シェルルブリカンツジャパン
扇島スーパータンカーバース

〔ド ル フ ィ ン〕

12.0 343 70,000 1 分類不能のもの

シェルルブリカンツ
ジャパン表桟橋

12.0 106 33,000 1

シェルルブリカンツ
ジャ パ ン 防 災
船 舶 係 留 桟 橋

4.0 52 − 1

出光興産㈱電力・
再エネ電源事業部

出 光 興 産
扇 島 西 桟 橋

7.8 70 5,000 1

昭 和 産 業 ㈱ 昭 和 産 業 桟 橋
〔ド ル フ ィ ン〕

10.0 65 5,000 1

太 平 洋 製 糖 ㈱ 太平洋製糖桟橋 9.5 100 20,000 1
大 黒 倉 庫 ㈱ 大 黒 倉 庫

鶴 見 川 桟 橋
6.0 104 1,100 1

大黒倉庫磯子桟橋 7.0 80 　2,000 1
大東タンクターミ
ナル㈱横浜油槽所

大東タンクターミナル㈱
横浜油槽所１号桟橋

7.6 92 5,000 1

大東タンクターミナル㈱
横浜油槽所２号桟橋

6.5 28 1,970 1

大東タンクターミナル㈱
横浜油槽所3号桟橋

〔ド ル フ ィ ン〕

3.0 21 700 1

大東タンクターミナル㈱
横浜油槽所５号桟橋

〔ド ル フ ィ ン〕

12.2 131 95,000 1

東 京 ガ ス ㈱ 東 京 ガ ス
根岸LNGバース

14.0 333 107,700 1

東 京 ガ ス
安善運河側岸壁

6.0 223 2,000 2

東 京 ガ ス
鶴 見 工 場 桟 橋

7.5 141 650 2

東 京 ガ ス
扇島ＬＮＧバース

〔ド ル フ ィ ン〕

14.7 410 122,052 1 石油製品

東 京 ガ ス
旭 運 河 側 桟 橋

4.0 213 2,000 1

㈱ J E R A 横 浜
火 力 発 電 所

JERA第１バース 9.0 49 3,600 1
JERA横 浜 火 力
発 電 所 物 揚 場

4.2 84 1,000 1 その他機械

日 本 埠 頭 倉 庫 ㈱ 日 本 埠 頭 倉 庫
化 成 品 第１号 桟 橋

〔ド ル フ ィ ン〕

6.0 26 2,500 1

日 本 埠 頭 倉 庫
化 成 品 第２号 桟 橋

〔ド ル フ ィ ン〕

5.0 32 1,322 1

東 亞 合 成 ㈱
横 浜 工 場

東亞合成横浜工場
１ 号 岸 壁

4.5 55 1,350 − 原塩

東亞合成横浜工場
２ 号 岸 壁

4.5 53 1,000 − 化学薬品

東亞合成横浜工場
３ 号 岸 壁

4.5 70 1,000 − 化学薬品

東亞合成横浜工場
第 ４ 号 護 岸

4.5 77 − −

横 浜 倉 庫 ㈱ 横浜倉庫鈴繁埠頭
１ 号 岸 壁

12.0 400 40,000 1 紙・パルプ

横浜倉庫鈴繁埠頭
２ 号 岸 壁

10.0 99 20,000 1

横浜倉庫鈴繁埠頭
３ 号 岸 壁

8.0 304 10,000 3
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区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t） 基数 棟

数
使用
面積

（㎡）
㈱ 京 浜 化 成 品
セ ン タ ー

子 安 工 場 危 険 物
荷 役 専 用 岸 壁
硫酸本船受入桟橋

〔ド ル フ ィ ン〕

5.2 90 1,900 1

子安工場危険物
荷 役 専 用 岸 壁
硫酸本船受払桟橋

3.5 60 300 1

㈱ 日 新 日新神奈川物揚場 10.0 26 – 1
日新神奈川桟橋 10.0 244 20,000 1

Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ ㈱ ＫＤＤＩ荷役桟橋 8.0 148 5,200 1
産 業 振 興 ㈱
横 浜 物 流 センター

産 業 振 興 桟 橋 6.0 33 2,500 1 鉄鋼

㈱ レ ゾ ナ ッ ク
横 浜 事 業 所

レ ゾ ナ ッ ク
第1工場Aバース

9.0 267 30,000 1

レ ゾ ナ ッ ク
第1工場ドルフィン

9.0 72 5,000 1

E N E O S ㈱
横 浜 製 造 所

ENEOS横浜A桟橋
〔ド ル フ ィ ン〕

12.0 65 49,999 1

ENEOS横 浜B桟 橋
〔ド ル フ ィ ン〕

7.0 162.5 5,500 1

ENEOS横浜C、C1
桟橋〔ドルフィン〕

8.0 109 5,300 1

E N E O S 横 浜
第1工場バージ桟橋

2.0 5 300 1

㈱ ニ ッ プ ン
横 浜 工 場

ニッ プ ン 桟 橋
〔ド ル フ ィ ン〕

9.0 163 20,000 1

ニッ プ ン 桟 橋 3.0 39 600 1
ＮＴＴワールドエン
ジニアリングマリン㈱

NTTワールドエンジ
ニアリングマリン桟橋

7.0 129 9,700 1

国 際 埠 頭 ㈱ 国際埠頭Ａ、Ｂバース 17.5 348 180,000 2
国際埠頭Ｈバース

〔ド ル フ ィ ン〕
7.0 132 9,000 1 石炭

国際埠頭Ｃ、Ｄバース 7.5 190 3,000 2
国際埠頭Ｅバース 7.5 80 3,000 1
国際埠頭Ｇバース 6.5 185 700 1

三 菱 重 工 業 ㈱
横 浜 製 作 所

三 菱 重 工 業 ㈱
横 浜 製 作 所
本牧工場１号岸壁

9.0 334 200,000 1

三 菱 重 工 業 ㈱
横 浜 製 作 所
本牧工場３号岸壁Ａ

9.0 196 25,000 1

三 菱 重 工 業 ㈱
横 浜 製 作 所
本牧工場３号岸壁Ｂ

9.0 208 38,000 1

三 菱 重 工 業 ㈱
横 浜 製 作 所
本牧工場３号岸壁C

9.0 56.25 3,000 1

三 菱 重 工 業 ㈱
横 浜 製 作 所
本 牧 工 場４号 岸 壁

7.0 413 250,000 1

三 菱 重 工 業 ㈱
横 浜 製 作 所
本 牧 工 場６号 岸 壁

10.0 250 75,000 1

三 菱 重 工 業 ㈱
横 浜 製 作 所
本 牧 工 場７号 岸 壁

12.0 270 200,000 1

三 菱 重 工 業 ㈱
横 浜 製 作 所
本 牧 工 場９号 岸 壁

8.0 258.4 6,000 1 鉄鋼

日 鉄 物 流 ㈱
横 浜 営 業 所

日 鉄 物 流 桟 橋 7.0 188 3,000 2
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区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t） 基数 棟

数
使用
面積

（㎡）
E N E O S ㈱
根 岸 製 油 所

ENEOS・B桟 橋 14.0 330 81,280 1 石油製品
ENEOS・A（W）桟橋 17.0 54 314,020 1 原油
ENEOS・A（E）桟橋 17.0 54 178,351 1 原油
ENEOS・C-2桟橋 7.0 170 3,500 2 石油製品
ENEOS・C-3桟橋 7.0 137 3,500 2 石油製品
ENEOS・C-4桟橋 7.0 137 3,500 2 石油製品
ENEOS・D-1桟橋 5.0 100 600 2 石油製品
ENEOS・D-2桟橋 5.0 100 600 2 石油製品
ENEOS・D-3桟橋 5.0 100 600 2 石油製品
ENEOS・D-4桟橋 5.0 100 600 2 石油製品
ENEOS・E桟 橋 4.5 128.8 1,200 2 石油製品
ENEOS・H-1桟橋 8.0 152.5 6,371 2 石油製品
ENEOS・H-2桟橋 8.0 152.5 6,371 2 石油製品
ENEOS・H-3桟橋 8.0 152.5 3,511 2 石油製品
ENEOS・H-4桟橋 8.0 184.32 5,038 2 石油製品
ENEOS・H-5桟橋 8.0 291.04 5,000 2 石油製品
E N E O S ・
L P G 1 号 桟 橋

6.2 48 1,850 1 石油製品

E N E O S ・
L P G 2 号 桟 橋

5.0 20 2,200 1 石油製品

ENEOS・硫黄桟橋 6.2 30 1,607 1 その他科学工業品
E N E O S
ナフサ配管保管部

3.0 8 – –

E N E O S
作業船専用桟橋

– 10 – –

日 産 自 動 車 ㈱ 日産本牧専用埠頭
１ 号 岸 壁

10.0 180 39,000 1

日産本牧専用埠頭
２ 号 岸 壁

10.0 180 39,000 1

日産本牧専用埠頭
３ 号 岸 壁

4.5 110 1,500 1

日 産 自 動 車 ㈱
横 浜 工 場

日産自動車横浜工場
第3地 区 物 揚 場

2.5 10 150 1 石油製品

日本通運㈱横浜支店 日 通 本 牧 岸 壁 10.0 208 30,000 2
三 井 物 産 ㈱ 三井物産本牧埠頭

岸 壁
11.0 208 30,000 1

小 梅 商 事 ㈲ 小 梅 商 事 ㈲
骨 材 荷 揚 桟 橋

5.0 13 1,700 1

UBE三菱セメント㈱
東 京 支 店

UBE三菱セメント
横浜桟橋〔ドルフィン〕

7.5 79.7 12,000 1
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区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t） 基数 棟

数
使用
面積

（㎡）
ジャ パ ン マ リ ン
ユ ナ イ テッ ド ㈱
横 浜 事 業 所

ジャパンマリンユナイ
テッド㈱横浜事業所
第１突 堤 南 側 桟 橋

〔ド ル フ ィ ン〕

9.0 224 150,000GT 1

ジャパンマリンユナイ
テッド㈱横浜事業所
第１突堤北側桟橋

〔ド ル フ ィ ン〕

9.0 182 20,000GT 1

ジャパンマリンユナイ
テッド㈱横浜事業所
第２突堤南側桟橋

〔ド ル フ ィ ン〕

10.5 293 13,500GT –

ジャパンマリンユナイ
テッド㈱横浜事業所
第２突堤北側桟橋

〔ド ル フ ィ ン〕

10.5 293 6,950GT –

ジャパンマリンユナイ
テッド㈱横浜事業所
第３突堤南側桟橋

9.0 250 10,000GT 1

ジャパンマリンユナイ
テッド㈱横浜事業所
第３突堤北側桟橋

9.0 256 183,000GT 1

ジャパンマリンユナイ
テッド㈱横浜事業所
第４突堤南側桟橋

17.0 205 100,000GT 2

ジャパンマリンユナイ
テッド㈱横浜事業所
第４突堤北側桟橋

17.0 277 100,000GT 2

事 務 所 前
西 側 係 留 杭

3.2～
3.6

13.4 196GT 1

事 務 所 前
東 側 係 留 杭

3.2～
3.6

13.4 196GT 1

JFEエンジ 鶴 見
中 央 岸 壁

8.0 247 5,000 1

ジャパンマリンユナイ
テッド㈱横浜事業所鋼材

4.0～
8.0

55 500 1

千 代 田 冷 蔵 ㈱ 千代田冷蔵桟橋 6.0 90 700 2
太平洋セメント㈱ 太平洋セメント

磯 子 工 場 岸 壁
5.5 105 2,000 1

電 源 開 発 ㈱ 電源開発揚炭桟橋 7.5 160 10,000 –
電 源 開 発 揚 油、
揚 炭 桟 橋

7.5 140 2,000 2

日 清 オ イ リ オ
グ ル ー プ ㈱
横 浜 磯 子 事 業 場

日清オイリオグループ横浜
磯子事業場本船バース

12.5 166 85,000 1 その他農産品

内 航 船 さ ん 橋
〔ド ル フ ィ ン〕

12.0 70 1,700 1 分類不能のもの

内 航 船 さ ん 橋 12.0 70 1,000 1 分類不能のもの
Ｊ Ｆ Ｅ 物 流 ㈱

（ＪＦＥスチール）
２ 号 岸 壁 4.5 220 40,000 2
ＪＴＢ西物揚場 4.5 46 300 1
N船ドルフィン − 5.5 6,200 1

ト ヨ タ 自 動 車 ㈱ トヨタ２号桟橋 9.5 146.26 12,000 1 輸送機械
トヨタ３号桟橋 9.5～

11.2
259 50,000 1

旭 企 業 ㈱・ 鈴 江
コーポレーション㈱

旭企業・鈴江コー
ポレーション桟橋

11.0 184 23,000 1

㈱ ヨ コ ハ マ 全 建 ヨコハマ全建桟橋
〔ド ル フ ィ ン〕

9.8 98 1,000 1

水 産 資 源 研 究 所 漁業調査船桟橋 7.5 – 2,500 –
三 菱 商 事
ロジスティクス㈱

三菱商事ロジスティク
ス㈱物揚場京浜運河

11.0 110 3000 1

日 本 郵 船 ㈱ 氷 川 丸 係 船 桟 橋 7.2 63 12,000 GT 1
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泊　　　　　　　　地
区　　分 水深（m） 面　積（㎡）

錨泊地 – 5,960,837
はしけ溜 – –
木材投下泊地 – –
危険物泊地 – –

保　　管　　施　　設
区　　　　分 棟数 面積・容量

公共荷さばき地  2,752,237㎡
（コンテナ
ターミナル用
地1,831,595㎡
を含む）

普通倉庫
　1～3類倉庫 –
　危険品倉庫 –
　野積倉庫 –
　貯蔵倉庫（サイロ） –
冷蔵倉庫 – –
水面倉庫（貯木場） – –

港　湾　関　連　施　設
名　　称 延床面積（㎡）

– –

臨　港　交　通　施　設
名　　称 総延長（m）

臨港道路  64,285
新交通・鉄道 5,600
ヘリポート –

区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t） 基数 棟

数
使用
面積

（㎡）
J & T 環 境 ㈱ 土壌流通センター

横 浜 岸 壁
5.4 70.4 499 GT 1

土壌流通センター
横 浜 さ ん 橋

5.4 15.2 499GT 1 砂利、砂、石材
等

東 亜 建 設 工 業 ㈱ 東亜建設工業係留くい 2.0 75 120GT –
東亜建設工業浮桟橋 2.0 20 120GT –

㈱ ダ イ セ キ 環 境
ソ リ ュ ー シ ョ ン

ダ イ セ キ 環 境
１ 号 岸 壁

11.5 91 2,000 – 砂利、砂、石材
等

ESR横 浜 ディ ス ト リ
ビューションセンター護岸

E S R 幸 浦 2
特 定 目 的 会 社

6.0 95 2,500 1

内 外 輸 送 ㈱ 内外輸送第1桟橋 4.0 41 1,200 1
昭 和 油 槽 船 ㈱ 昭和油槽船物揚場 1.0 51 – 1
安 田 倉 庫 ㈱
守 屋 町 営 業 所

安 田 倉 庫
南 側 物 揚 場

2.5 97 – 1

日本紙運輸倉庫㈱ 日 本 紙 運 輸
倉 庫 物 揚 場

2.5 55 100GT 2 紙、パルプ

京 浜 ド ッ ク ㈱ 京浜ドック桟橋 3.5 50 – 1
㈱ キ ヨ ミ ヤ キヨミヤ物揚場 2.0 6 – 1
コクサイエアロマリン㈱ コクサイエアロマリン

新山下倉庫前桟橋
2.5 37.22 – 1

鈴 江 コ ー ポ
レ ー シ ョ ン ㈱

鈴 江 組 倉 庫
は し け 桟 橋

3.6 15 500 1

大 興 産 業 ㈱ 大興産業鋼製浮桟橋 0.3 10 – 1
赤 レ ン ガ パー ク
桟 橋 共 同 事 業 体

赤レンガパーク桟橋 – – – –

三 菱 倉 庫 ㈱
横 浜 支 店

横 浜 駅 東 口
営業所浮き桟橋

1.5 25 – –

㈱ ポー トサー ビス ポートサービス
観 光 船 第1桟 橋

– 60 740GT 2

ポートサービス
観 光 船 第2桟 橋

− 50 4,300GT 2
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5. マリーナ
区　　分

名称など

施　設　規　模 収　　容　　能　　力
上下

架施設
（能力、

基数）

泊
地
水
深

（m）

開設
年度 関連施設陸域

（㎡）
水域

（㎡）
防波堤
延長

（m）
合計

（隻分）

陸上保管 水面保管
ボート
ヤード

（隻分）
艇庫

（隻分）
浮桟橋

（隻分）
固定
桟橋

（隻分）
横浜ベイサイド
マリーナ㈱

〒236–0007　
横浜市金沢区白帆
1番地
☎045–776–7590

11,000 280,000 345 1,376 – – 1,376 – （自走式揚
降機）
40ｔ  1台
50ｔ  1台

4.0 平成8年
4月

センターハウス
2,000㎡
ウエストハウス
200㎡
イーストハウス
700㎡
サービスセン
ター600㎡
ピアハウス（2）
各100㎡
ビジターバー
ス20隻
給油バース10
隻

八景島マリーナ

〒236–0006
横浜市金沢区八景島
八景島マリーナ
☎045–788–8822

9,930 10,000 320 216 84 20 – – 5.0 平成5年
5月

クラブハウス
2,156㎡

大黒ふ頭
埠 頭 名 T9
ターミナル面積 84,400㎡
岸 壁 延 長 240m
水 深 12m
荷 役 機 械 GC2基
アウトリーチ 40m
リーファープラグ 60口
荷 役 方 式 ストラドルキャ

リ アー 方 式

本牧ふ頭
埠 頭 名 BC–1・2 C5 C6 C7 C8 C9 D−1 D–4 D–5
ターミナル面積 456,000㎡ 145,000㎡ 187,000㎡ –
岸 壁 延 長  470.5m 200m 200m 200m 200m 200m 482.5m 400m –
水 深 16m 13m 13m 13m 13m 13m 13m～14m 16m –
荷 役 機 械 GC3基 GC7基 GC3基 GC3基 –
アウトリーチ 52m 38〜45m 43.5m 55m –
リーファープラグ 1,362口  276口 336口 –
荷 役 方 式 トランスファー

クレーン方式
トランスファー
クレーン方式

トランスファー
クレーン方式

トランスファー
クレーン方式

トランスファー
クレーン方式

トランスファー
クレーン方式

トランスファー
クレーン方式

トランスファー
クレーン方式

–

※整備中

南本牧ふ頭
埠 頭 名 MC–1 MC–2 MC–3 MC–4
ターミナル面積 175,000㎡ 229,000㎡ 225,000㎡ 225,000㎡
岸 壁 延 長 350m 350m 400m 500m
水 深 16m 16m 18m 18m
荷 役 機 械 GC3基 GC 2基 GC4基 GC1基
アウトリーチ 63m 63m 69m 69m
リーファープラグ 420口　 852口 666口 666口
荷 役 方 式 トランスファー

クレーン方式
トランスファー
クレーン方式

トランスファー
クレーン方式

トランスファー
クレーン方式

4. コンテナターミナルの概要
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6. 緑地
区　分

名　称
面　積（㎡）

（植栽率 –％）
水際線延長

（m） 緑地タイプ 竣工年度
施　　　　　　　　　設

利　用　施　設 附　属　施　設
末広緑地 1,744 植栽
末広水際線プロムナード 11,820 遊歩道、ベンチ、植栽等
大黒ふ頭中央緑地 58,367 運動広場（2面）、テニスコー

ト（4面）、休憩所、植栽等
同　東緑地 5,260 広場、植栽等
同　西緑地 12,940 休憩所、便所、植栽、四

阿、パーゴラ、ベンチ等
同　先端緑地 32,468 便所、植栽等
同　緑地 25,551 植栽
大黒海づり施設 12,258 海づりさん橋、渡りさん

橋、管理棟、駐車場等
出田町ふ頭緑地 1,030 植栽
国際交流ゾーン 51,613 プラザ、デッキ、便所

植栽、橋等
臨港パーク 79,471 園路、芝生広場、植栽等
日本丸メモリアルパーク 53,331 展示施設、研修施設、タワー

便所、植栽、駐車場等
赤レンガパーク 57,009 園路、芝生広場、植栽

駐車場等
新港中央公園 10,722 植栽等
運河パーク 10,707 園道、芝生広場

ボードウォーク、植栽
プロムナード等

新港パーク 21,521 親水階段、芝生広場、便所
植栽、プロムナード等

ハンマーヘッドパーク 2,700 広場、植栽等
汽車道 9,554 トラス橋（3基）、園道

芝生広場、植栽等
山下臨港線プロムナード 2,760 遊歩道、ベンチ

エレベーター等
象の鼻パーク 33,684 象の鼻テラス（建築面積：

609㎡、集会所、トイレ
店舗）、園路、広場、照明
プロムナード、ターンテー
ブル、ベンチ、縁台、水飲
み、管理用駐車場、サイン
植栽、スクリーンパネル等

山下ふ頭緑地 3,087 植栽等
本牧ふ頭緑地 4,271 植栽等
横浜港シンボルタワー 53,365 展望室、展望ラウンジ

芝生マウンド、植栽等
建築面積915㎡ 休憩所186㎡

本牧海づり施設 16,115 つりさん橋、渡りさん橋
護岸つり場、管理棟
海づり広場、駐車場等

本牧漁港港湾環境
整備施設

17,368 通路、広場、植栽等

磯子海づり施設 3,731 つりさん橋、管理事務所
トイレ、駐車場等

金沢白帆緑地 19,396 園道、広場
ボードウォーク、植栽等

金沢木材ふ頭緑地 24,592 便所、広場、植栽等
金沢水際線緑地 98,441 便所、散策路、広場

植栽、休憩所等
金沢福浦地区緑地 33,026 便所、広場、植栽等
富岡漁港港湾環境
整備施設

972 通路、広場、植栽等

柴漁港港湾環境整備
施設

18,937 通路、広場、植栽等

金沢漁港港湾環境
整備施設

15,722 通路、広場、植栽等

八景島緑地 138,921 イベント広場、西浜
ポンプ場、便所（8箇所）
作業員詰所、植栽等
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医療・厚生施設
（港湾）

区　分 名　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号

総合厚生
施設

山下ふ頭港湾厚生センター本館 〒231–0023　横浜市中区山下町277–1 045–681–6751
山下ふ頭港湾厚生センター別館 〒231–0801　横浜市中区新山下1–17–7 045–623–5013
本牧ふ頭港湾厚生センター 〒231–0811　横浜市中区本牧ふ頭1-1 045–625–2626
横浜港万国橋港湾労働者福祉センター 〒231–0002　横浜市中区海岸通4–23 045–212–1034
横浜市港湾労働会館 〒231–0002　横浜市中区海岸通1–1 045–201–3842
大黒ふ頭港湾厚生センター 〒230–0054　横浜市鶴見区大黒ふ頭1番地 045–506–3655
本牧港湾福祉会館 〒231–0812　横浜市中区錦町5（本牧ポートハイツ内） 045–622–3735

住宅
本牧ポートハイツ 〒231–0812　横浜市中区錦町5
新山下ポートハイツ 〒231–0801　横浜市中区新山下1–17–13、1–17–6
杉田ポートハイツ 〒235–0033　横浜市磯子区杉田4–14–1

職業訓練

独立行政法人高齢・障害・求職者
雇用支援機構神奈川支部
港湾職業能力開発短期大学校横浜校

〒231–0811　横浜市中区本牧ふ頭1番地 045–621–5999

（公社）神奈川港湾教育訓練協会 〒231–0811　横浜市中区本牧ふ頭1番地 045–621–5991
その他 横浜港湾労働者供養塔 〒231–0002　横浜市中区海岸通1–1

（船員）
区　分 名　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号

宿泊
横浜海員会館（エスカル横浜） 〒231–0023　横浜市中区山下町84 045–681–2141
横浜国際船員センター（ナビオス横浜） 〒231–0001　横浜市中区新港2–1–1 045–633–6000

現場関係 横浜市大さん橋船員待合所 〒231–0002　横浜市中区海岸通1–1（大さん橋総合ビル内）
シーメンズ
サービス

（社）ユナイテッド・シーメンス・
サービス

〒231–0811　横浜市中区本牧ふ頭3 045–623–2231

医療
横浜掖済会病院 〒231–0036　横浜市中区山田町1-2 045–261–8191
船員保険健康管理センター 〒240–0066　横浜市保土ケ谷区釜台町43–2 045–335–2261

8. ポートサービス
水先

水　　先　　区 水　先　人　会　事　務　所　所　在　地 電話番号 会員数
東京湾水先区 〒231–0023　横浜市中区山下町１–２　パイロットビル 045–650–3180 142

通船
名　　　　　称 所　　　　　　在　　　　　　地 電話番号 隻数

㈱ポートサービス 〒231–0023　横浜市中区山下町2　産業貿易センタービル7階 045–671–7781 9
京浜フェリーボート㈱ 〒231–0002　横浜市中区海岸通1–1 045–201–0821 5

曳船
名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号 隻数

東京汽船㈱ 〒231–0023　横浜市中区山下町2
産業貿易センタービル

045–671–7711
曳船の配船・斡旋は横
浜川崎曳船㈱が実施し
ている
電話番号：
045–651–4322

33㈱ダイトーコーポレーション 〒231–8330　横浜市中区本町1–3
綜通横浜ビル7階

045–201–6911

㈱新日本海洋社 〒220–0012　横浜市西区みなとみらい
3–6–1　みなとみらいセンタービル19階

045–212–4050

給水船
名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号 給水能力（トン） 隻数

横浜はしけ運送事業協同組合 〒231–0023　横浜市中区山下町279 045–201–8100 250t/隻 1

7. 基地港湾
該当なし
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9. 関係出先官公署
名　　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号

東京出入国在留管理局横浜支局 〒236–0002　横浜市金沢区鳥浜町10–7 045–769–1729
横浜税関 〒231–8401　横浜市中区海岸通1–1 045–212–6000
横浜検疫所 〒231–0001　横浜市中区新港1-6–1（よこはま新港合同庁舎6階） 045–212–1510
動物検疫所 〒235–0008　横浜市磯子区原町11–1 045–751–5921
横浜植物防疫所 〒231–0003　横浜市中区北仲通5–57（横浜第2合同庁舎） 045–211–7150
関東運輸局 〒231–8433　横浜市中区北仲通5–57（横浜第2合同庁舎） 045–211–7204
関東地方整備局（港湾空港部） 〒231–8436　横浜市中区北仲通5–57（横浜第2合同庁舎） 045–211–7406
関東地方整備局京浜港湾事務所 〒231–0001　横浜市中区新港1–6–1（よこはま新港合同庁舎5階） 045–226–3740
第三管区海上保安本部 〒231–8818　横浜市中区北仲通5–57（横浜第2合同庁舎） 045–211–1118
横浜海上保安部 〒231–0001　横浜市中区新港1–2–1（横浜海上防災基地内） 045–671–0118
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